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1. 本書の性格

カラオケを年間で１回以上楽しむ人は4670万
人であるという。ピーク時の94年の5890万人か
らは20%ダウンしたとはいえ，日本の人口の２
人に１人がカラオケを経験している。カラオケ
はスナックや居酒屋，カラオケボックスや喫茶，
宴会場，健康ランド，ホテル，観光バス，個人
の自宅などさまざまな場で楽しまれ，コンテン
ツ（楽曲，歌詞）を担当するクリエーターから
ソフトメーカーやカラオケ機器のメーカー，配
信するキャリアネットワーク，現場の飲食・ア
ミューズメントサービス，決済を行うカード・
電子マネーの金融などまでさまざまな業界の
人々が関わり，技術的にも，電子楽器や携帯プ
レーヤー，カーナビ，携帯電話，テレビ，パソ
コンなどさまざまな無線やインターネット情報
技術，音楽配信技術が複合し，広範で多様なヒ
トや技術，資金，情報が関与する産業である。
その規模は，前川氏の試算によれば約１兆円の
市場であるという。本書は，そのような「カラ
オケ産業」の進化発展の歴史を記述し考察した
初めての書である。

2. 本書の内容構成

本書は10の章から構成されており，序章では，
カラオケの人口と市場の規模，カラオケのサー
ビスの行われる場所，カラオケ産業を構成する
アクターである産業や企業，職種，人材，それ

らの各種団体，カラオケ産業を成立させる情報
技術やネットワーク技術，さまざまなカラオケ
電子機器，カラオケを提供するサービスなどが
概観される。そして８トラックカラオケに始ま
り，通信カラオケやインターネットカラオケに
至るまでのカラオケ・メディアのイノベーショ
ンの歴史が概観される。
続く第１章「カラオケはどこからどうして生
まれたか？」では，ロジェ・カイヨワの遊びの
区分によって，カラオケはミミクリ（模倣にも
とづくごっこ）に属しており，遊びの本質にか
なっているとされ，歌というコンテンツである
「ソフト」，AVメディア，伴奏楽器としての
「ハード」，そして唄う場，機会の提供という
「サービス」の３つの側面から，カラオケのルー
ツ，起源，誰がどこからどうして考え出したの
か，そのさまざまな諸説の整理が行われる。
第２章「突如，全国的にフィーバーした飲み
屋の８トラックカラオケ」では，「音や声を記
録する」録音機から，カーステレオ向けの８ト
ラックのカセットテープレコーダーが開発され
たが，カーステレオがより小型の録音可能なカ
セットテープに置き換えられ，８トラックテー
プの新たな用途として，伴奏を演奏するだけの
再生機から，歌をミキシングして発生するカラ
オケ機に生まれ変わったことが説明される。た
だしそれはさまざまな人たちが異なる場所で同
時期に発明し，誰が発明者かの特定は困難であ
るという。
第３章「「カラオケはレーザーディスクでマ

ルチメディアの主役に」では，絵の出るレコー
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ドとしてパイオニア社によって開発されたレー
ザーディスクが，映像の録画再生の方法として
はビデオテープレコーダーに敗北するものの，
高画質，高音質で，瞬時に選曲ができるという
特性と，歌詞を画像に入れる，オートチェン
ジャーを開発することでカラオケで生き残った
ことが記される。
第４章「通信技術とボックス商売でカラオケ

がエンタメの王者に」では，通信HDD（ハー
ドディスク・ドライブ）とカラオケボックスに
よるカラオケの全盛時代とその展開が述べられ
る。通信ネットワーク，すなわちISDN（イン
テグレイテッド・サービシズ・デジタル・ネッ
トワーク），電子楽器のMIDI（ミュージカル・
インスツルメント・デジタル・インターフェイ
ス）データ，メモリーのHDD（ハードディスク・
ドライブ）という３つのイノベーションがここ
では重要であった。興味深いのは，ミシンメー
カーであるブラザー工業が電話回線を用いて
データ通信でパソコンの（ゲーム）ソフトを自
動販売するシステムを開発したが，電話代が高
かったことから失敗し，それを楽曲のMIDIデー
タの通信に転用したことが通信カラオケに発展
したということである。すなわち競合する規格
やそれを用いた新事業の敗者がその技術をカラ
オケに転用したことである。
第５章「カラオケを支えるデジタル技術と

ネットワーク技術」では，カラオケを支える
AV（映像・音響）技術とIT（情報・通信）技
術の説明がなされる。カラオケは日本が生んだ
世界のポップカルチャーといわれているが，そ
れが世界トップクラスの日本のテクノロジーに
よって支えられていることから，カラオケがな
ぜ日本で生まれたのかを説明することができ
る。
第６章「「音楽・動画配信」はカラオケをど

う変えるか？」では，インターネット音楽配信
によるカラオケの変化が示される。いつでもど
こでもカラオケを楽しむことができるようにな
り，カラオケが本来持っている自己表現（自分
が主役になれる）や自己満足といった側面が強

くなる一方で，家族，仲間，友人の間，あるい
は世代間の交流や触れ合いといったコミュニ
ケーションを取り戻すツールになると著者はい
う。
第７章「カラオケーションの進歩でひろがる
歌の場」では，カラオケを楽しむ場がどのよう
に変遷し，楽しみ方がどう進化してきたのか，
カラオケの登場がわれわれの歌との関わり方を
どう変えたか，それが人と人との関係性や生活
にどう影響を与えたかが分析される。
第８章「「カラオケと著作権」のあゆみ」では，
著作権制度の原則とカラオケとの関わりが概説
される。カラオケが最初に普及したのは，スナッ
クやクラブなどの社交場や旅館であったが，当
時の著作権法では，録音物の再生演奏は自由に
行ってもよいことになっていたために，著作権
料の不払いという問題が発生した。カラオケ
ボックスや通信カラオケなどの出現にともなっ
て著作権制度も進化していった。
終章「カラオケは永遠不滅です！」では，ま
とめとして，カラオケはなぜ流行り続けるのか，
ライフスタイルにおける位置づけの変化，業界
の潮流の変化，そして第５世代による大発展の
予測が行われる。
巻末にはカラオケ業界の年表が付され，ハー
ドやシステム，技術の発展の歴史が，ソフト・
コンテンツ（レコード大賞）と社会（流行語）
によって世相と対比されながら，表にまとめら
れている。

3. 本書の学術的意義

本書は，先行研究の整理検討，仮説の提示，
理論フレームの提示と事例による検証など，学
術書としての体裁はとっていないけれども，編
著者の前川氏は，企業家研究フォーラムでも報
告を行い，理論化による学術的な貢献を志向し
ている。さまざまな側面から包括的に事実を集
め，カラオケ産業の進化発展を公平に偏見なく
記述し，学術的研究の素材を提供することで，
さまざまな理論的アプローチの可能性をもたら
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した。少なくとも，カラオケ産業について，こ
のような類書はないと考えられる。
イノベーションと企業家の研究について，私

は本書から以下の２つの理論的アプローチの示
唆を得ることができた。
第一に，カラオケという行為は伴奏に合わせ

て歌うという比較的単純なものであり，まった
く変化していないけれども，それを実現してい
くプロセスでは，機器，サービスの内容，提供
の仕方などでさまざまなイノベーションが生ま
れ，それらの相互作用によってカラオケ産業が
進化発展してきたということである。例えば，
レーザーディスクについては，それ自身が一つ
のイノベーションとしてこれまで数多くの研究
が行われてきた。また例えば，ビデオディスク
の分野では，静電容量方式と光レーザーディス
クとの規格間競争については，これまで数多く
の研究が行われてきた。またカラオケボックス
などの新事業をカラオケは生み出したが，これ
らの新事業の開発についてもこれまで数多くの
研究が行われてきた。しかしこれらのイノベー
ションがどのように相互作用し，カラオケが事
業として成立してきたのかについての研究は，
いまだ見られないようである。カラオケを一つ
のイノベーションと考えるべきか，あるいはさ
まざまなイノベーションの相互作用としてのメ
タ・イノベーションとして捉えるべきか，イノ
ベーション間の競合と盟主の交替のメカニズム
について，本書は研究へのヒントを提供してい
る。
第二の点として，カラオケの進化発展は，敗

者の歴史であるということである。例えば，８
トラックはカーオーディオにおいてカセット
テープに負けた結果，カラオケにその活用の用
途を見出したし，通信カラオケはネット配信に
よるソフト販売の失敗の結果，その技術の新し
い用途として生まれた。オーディオや映像メ
ディアなどで標準規格をとることができなかっ
た規格が，カラオケにその用途を見出した。さ
らにレーザーディスクが通信カラオケに交替し
ていったように，ある世代の標準規格となった

規格が，つぎの世代に交替するときに，前の世
代のイノベーターは，つぎの世代での業界での
地位を失っている。すなわちクリステンセンの
いうイノベーションのジレンマが生じている。
本書では個々のイノベーションにおける企業家
のパーソナリティや企業家活動については記述
されていないけれども，企業家間の競争と協調
と相互作用は，企業家研究の新しい研究テーマ
を提供している。
本書は，ある理論を提示し，それについて事
例によって検討を加えるという書ではないけれ
ども，本書から数多くの企業家研究へのヒント
が得られる刺激的な書ということができるであ
ろう。

（廣済堂出版，2009年，263頁，１,700円）


